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19世紀イギリスにおけるディストリクト・ヴィジテイング
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はじめに

19世紀イギリスの中流階級女性による慈善・博愛活動は最近、関心を集めている研究テーマ

の一つである。その主たる理由として、 19世紀から20世紀の福祉政策史、福祉国家研究におい

て「福祉の複合体」論が唱えられ、その広範な中間領域の重要要素としてヴォランタリ組織な

らびにチャリティが改めてクローズアップされ、同時にその活動の担い手たる女性の存在に関

心が向けられるようになったことを挙げることができるo すなわち、サッチャリズムへの反応

としての福祉国家論議が活発化し、改めて19世紀の社会給付の体系が検証されるようになるな

かで、多彩なかたちをとり、かつ量的にも無視しがたし、女性の慈善・博愛活動に注目が集まっ

たのである (1)。

一方、女性史ならひ7こジ、エンダ一史の視点から見ても、慈善・博愛活動は、「領域の分離」

観念の確立のもと、公領域での活動を厳しく抑制された19世紀の中流階級女性による例外的社

会活動および運動として、注目されるべきものである (2)。実際、慈善・博愛活動に何・らかのか

たちで関わった中流女性は非常に多い。それは、小説や評論にカリカチュア(例えば、女流作家

としてオーステインと並べられることの多いギャスケル夫人の f北と南』、 A・ジェイムソン夫人の講演

集『仁愛の姉妹たち』、『パンチ』誌など)(3)が、 19世紀半ば以降、慈善・博愛活動に熱意を傾ける

女性を数多く扱うようになったという事実に反映されていると言える。また、実際にも当時の

女性の日記や自叙伝には貧民家庭への訪問活動や慈善目的の組織活動への参加を綴るものが珍

しくないのである (4)。彼女たちにとって、慈善・博愛活動はごくありふれた行為で‘あったか

のように思われ、女性の生活文化の一部を成してしたと感じられるのである。

とりわけ、 19世紀の女性による慈善・博愛活動のなかで最も広範囲な活動であり中核的でも

あったと考えられるのがディストリクト・ヴイジテイング(貧民家庭を定期的に訪問し物質的援助

とともに精神的ケアや生活習慣の改善を支援した活動)である o ヴイジテイング活動に従事した女

性のうち中流階級の女性はレディ・ヴィジターと呼ばれ未婚、既婚どちらも見られたが、あく

まで無報酬で活動するヴォランテイアで、あった。 19世紀後半になると慈善組織のなかには労働

者階級の女性を専従の訪問員として雇用するところが現われてきたが、こういった女性たちは
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ミッショナリとかバイブル・ウーマンと呼ばれてレディ・ヴイジターの監督と指示を受けて働

いていた(5)。したがってヴイジテイング活動は基本的に中流階級女性のヴオランタリ活動で

あった。また、 F・ナイテインゲールやベアトリス・ウエツブ(1日姓ポター)のような後に名

を知られるようになる女性たちに見られたように、中流階級の未婚女性がヴィジテイングに携

わった場合、そのことが重要かつ決定的な経験として生涯に影響を与えるとし、ぅ結果を生むこ

ともあった。

それゆえ、筆者は、イギリス女性文化としてのホスピタリテイの在りょうを検証するために

は中流女性によるディストリクト・ヴィジテイングに注目するべきと考える。すなわち、ヴィ

ジテイング活動が持つホスピタリティ理念に考察を加えるとともに、この活動が当時の女性に

とって何を意味していたのかについても検討を試み、そうすることで、当時の女性観、女性文

化とホスピタリテイがどう関わっていたかの検証につなげられると考えるのである。本稿は、

こうした想定のもとでの研究の第一歩である。

ホスピタリティとヴィジティング活動

まず、具体的な女性の活動、ヴィジテイングの実態に話を進めるまえに、今一度、ホスピタ

リテイのイギリス的意味合いを確認しておきたい。

「プロジェクト趣意」において言及したように、ホスピタリティ概念は古代から存在してお

り、内包する社会的意味は多彩である。とはいえ、 19世紀イギリス社会においてホスピタリ

ティが意識される背景に、ホスピタリテイがキリスト教の徳目として存在しキリスト教徒的実

践とみなされていたことが深く関わっているのは確実なところであろう。実際、 19世紀は、前

世紀に始まった国教会刷新運動の結果、聖書の福音に立ち返ろうとする福音主義思想、が国教会

の枠を越えて精神的倫理的支柱として大きな影響力をもっていた時代で、ある。ハナ・モアに代

表される思想家たちによって福音の真理にもとづく B常生活の規律化が強く求められ、その実

践のもっとも相応しい場として家庭が、また実践者として「家庭の人」たる女性が期待されて

もいた。そして、同時に女性たちは、「時間とお金はキリスト教徒の慈善という正しいチャン

ネルへとより賢明に向けられるべき」と呼びかけられ、家庭の監督者として規律化に努めるだ

けでなくキリスト者として社会の奉仕者となることをも奨励されていたのである (6)。このこ

とは、現在「福祉の複合体」と呼ばれるほどの、公的救済を大きく凌駕する競模の私的救済が

存在する社会給付体系が作り出されていたこと、かつ、その私的救済の中核たる慈善・博愛活

動の担い手として女性が大きな役割を果たしたことの理由の一端と考えられる。そして同時に、

当時の活動家たちを含めた人々がホスピタ 1)テイの価値を認識しその実践の模範を求めたのは

聖書の福音であったということを示しているとも言えよう。

実際、新約聖書にはホスピタリテイについて語る場面が少なくはないのである。たとえば、

テベリヤ湖畔での5000人もの聴衆に対する食事の提供というよく知られた奇蹟も、イエスによ
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19世紀イギリスにおけるディストリクト・ヴイジテイング

るホスピタリテイの実践と解釈される。また、マタイによる福音書25章は、イエスが『わたし

の父に祝福された人たちょ、さあ、世の初からあなたがたのために用意されている御国を受け

つぎなさい。あなた方は、わたしが空腹のときに食べさせ、乾いていたとき飲ませ、旅人で

あったときに宿を貸し、裸で・あったときに着せ、病気のときに見舞い、獄にいたときに訪ねて

きてくれたからである』と語り、正直者がそんなことを主に対してした覚えがないと答えたと

き、『あなた方によく言っておく o わたしの兄弟であるこれらの最も小さい者のひとりにした

のは、すなわちわたしにしたのである』と返す逸話(マタイ書25の34-39)を伝えているo この

一節は、キリスト教におけるホスピタリテイの理念を示すものであると言えよう。ホスピタリ

テイとし、ぅ言葉は使われていないが、その本質が語られている。すなわち見知らぬ者(他者)

を歓待すること、持てる者が持たざる者へ何かを提供することとし、う、キリスト教徒としてな

すべき責務一つが例示されており、そして、そうした行為は、主に対する行為とみなされるこ

とも示されているのである O

また、ルカによる福音書14章は、『正餐や宴会の席を設ける場合には、友人、兄弟、親族、

金持ちの隣人などは呼ばぬがよい。おそらく彼らもあなたを招きかえし、それで、あなたは返礼

を受けたことになるから。むしろ、宴会を催す場合には、貧者(貧乏人)、身体に障害者のある

者、足の悪い者、視覚障害者を招くがいい。彼らは、返札ができないから、あなたは幸いにな

るだろう。正しい人の復活の際にあなたは報われるだろう JJ (ルカ書14の12-14) とのイエスの

言葉を伝えている。ホスピタリティの対象とするべき人々、すなわち、受け入れ歓待すべき

人々、恩恵を与える人々を具体的に語っているのである。

以上のような聖書の描写を踏まえると、そこに示されるホスピタリテイとは、病人、傷つい

た者、寡婦や孤見、滞在者、異邦人、老齢者や獄にある者を対象とし、彼らが必要としている

もの、すなわち具体的には飲食、衣類そして宿にはじまり、時に医療を、また、疲れを癒す言

葉や精神的支えを提供する(差しのべる)ことである。それは提供者がホストとして他者すな

わちゲストを物理的にも精神的にも受け入れることであるとも解釈され、例えば、聖書のいた

るところに描かれる、イエスが自らのもとを訪れた人々とともに同じテーブルで食事をともに

するとL、う行為は、ホストとゲストとの交流、ある種のフエローシップの形成を象徴している

とも言える。さらには、受け入れるとは、実際に訪れる人を受け入れるとし、うだけはなく、マ

タイによる福音書にあるように、病人や空腹の者のもとを訪ねること、時には獄中にある者を

訪れることも合意されていた。出向くこともホスピタリテイに含まれる行為で、あったと言える。

こうした描写のある聖書の一節は、教会をとおして、また、家族の日課となっていた聖書の

朗読によって、 19世紀の中流階級女性の目に耳に届いていた。そして、こうしたなかで中流階

級女性たちは、大規模にそして組織的にディストリクト・ヴイジテイングを展開していたので

ある。それは19世紀社会におけるホスピタリテイの発露となっていたのであろうか。以下にお

いて、ディストリクト・ヴィジテイングについて概観してみる。
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2 他者との出会い、交流を求めた活動ーヴィジティングー

ディストリクト・ヴイジテイングは、その名のとおり救護の対象者のもとを訪問することで

ある。多くの場合、ヴォランタリ組識によって組織されるもので、一定地域を街区ごとに分け、

その街区担当のヴィジターを定め、貧民家庭を定期的に訪問し、必要とされているものを提供

する活動である。

こうした組織的定期的訪問(ヴィジティング)の起源がいつかはかならずしも分明ではない。

原初形態としてしばしば言及されるのが、メソデイズム運動の一環としてのジョン・ウェズリ

の僚友たちによる病人宅への定期訪問活動で、あり、やはりメソディストのJ・ガードナーが

1785年に結成した『寄る辺無き人の友協会』によるロンドンおよびその周辺の困窮者を定期的

に訪問する活動である。そして、 19世紀になると、グラスゴー、セント・ジョンズ教区のT.

チャーマーズによって、教区を25の地区に分け各地区には訪問とケア提供を担当する(ヴイジ

ター役の)ディーコンを任命するという基本形式が創り出された。以後、国教会の教区教会で

も牧師の指揮のもとに妻や娘、教会役員が貧民家庭を個別に訪問することが日常化していき、

それを較として定期訪問を主要な活動とする慈善組織(教会傘下の場合もあれば、独立したヴォラ

ンタリ組織であることもあった)が全国に広まり、とりわけ183かー40年代には加速度的に質量と

もに増加したと考えられている(7)。一例を挙げれば、 1870年代、年に20万件もの訪問を行

なっていた記録の残るロンドン・シティ・ミッションは、 1835年に設立されたヴィジティング

を活動の中心に据えた福音主義系の慈善級織である (8)。

19世紀半ばまでの慈善組織(訪問協会)が提供するケアとは、具体的には無償もしくは有償

の聖書、小冊子、毛布、食料、石炭ティケットなどの物品のであり、同時に、労りと慰めの言

葉で、あった。そういったものをもたらすことで当座の状況の改善と、究極的には魂の救済とい

うケアの実現をめざしていた。しかし、 19世紀後半になってくると、より世俗的で多彩な活動

目的を掲げる慈善組織が多くなっていった。訪問対象者をそれぞれ病人や障害者、妊婦、炭坑

夫、水夫、囚人などに限定した組織や、一般労働者家庭を対象とした禁酒や家庭衛生の啓蒙と

いった生活一般の向上を目的に掲げた組織が登場し、提供されるケアの内容の多様化が進んだ。

その結果、博愛活動史研究家のプロシャスカの見るところ、「訪問活動をする組織は無数と

言ってよいほどに存在しロンドンではこれらの組織の自を逃れうる家庭はほとんど無かった」

とし、う状況に至ったので、あるけ)。

そして、このように活動が多様化、世俗化する過程で次第に女性のヴイジターが増えていっ

た。初期には、牧師自身やデイーコンなどの教会役員が自らが従事し、また訪問協会も男性主

導で結成され実際的ヴイジテイングの担い手も男性て、あった。しかし、 19世紀半ばには女性

ヴィジターが男性のそれを2倍から 3倍上回るようになったと推定されている(IO)。この女性

ヴイジターの増加は、ヴィジテイングとしづ活動の特質そのものに女性を有用ならしめ、その
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19世紀イギリスにおけるディストリクト・ヴイジテイング

活躍を促す要因が含まれていたからで・あった。そして、その特質こそホスピタリティの理念に

適うもので、あったと考えられる。

訪問活動は、救済対象者の住居、すなわち私的空間である家庭を訪問することによって成り

立つもので、あった。この私的空間での活動という点で、女性の家庭外活動を抑制する当時の社

会規範とも折り合いがついた。つまり、私的空間に立ち入る者はその本来の住人であるべきと

され、また同時に、訪問そのものも、女性の在るべき場たる「家内領域」での活動の延長とみ

なされ、女性活動が許容され奨励されたのである。そして同時に、家庭を訪れるとL、う意味で、

女性ヴィジターは、男性よりも家内のことにずっと詳しいという利点を持つので実情把握にお

いて優れているとも考えられた。女性ならではの特性が生かされるのがヴィジテインクやで、あっ

たので、あるo それゆえに、女性によるヴイジテイングは、社会的重要性が高く認められ、また、

期待もされたと言える。 19世紀の作家や社会評論家(観察者)の女性ヴイジターに関する言及

の多さも、一面では、こうした認識と期待を反映したものでゐった(11)。

当然のことながら女性自身も、女性ヴィジターの有用性を明確に認識していた。女性ヴイジ

ターが貧民に関して感知すること、それを情報としてもたらすことの重要性を、名高い女性活

動家オクタヴイア・ヒルは、次のように主張している。 1877年に発表した『ディストリクト・

ヴイジテイング』という小冊子のなかで、「政治家、博愛活動家、経済学者たちは、貧困問題

を解決することに着手する、いや、頭をつかってそうしようとする。だが、彼らは牧師やヴイ

ジターよりもうまくやれるのだろうか。かえって事態を悪化させることがしばしばあるのでは

ないのか。なぜなら、牧師やヴィジターは少なくとも共感を持った貧民側の証人となるのであ

り、彼ら貧民の望みに実際的に対応しているのだから。一方、(上述したような)理論家たちは、

彼らの理論がし、かに優れたもので、あっても、とにかく(貧民)から離れすぎていて実際的な作

用をほとんど及ぼせないのである。いまこそ、この二つの集団、勤勉ではあるがゆっくりと一

般化を行なう思想家と、もう一つの愛情深い個人的実践家とが、コミュニケーションをとるこ

とが求められているのである。それぞれがもう一方が必要とする知識を持っているのであ

る。」(12)と。効果的ケア提供(救済)の実現には女性によるヴイジティングの情報が欠かせない

のだという自負が読み取れよう。

しかも女性のヴイジテイングが担う役割は、個々のケア提供と情報の収集だけで、はなかった

と思われる。 19世紀半ば以降活発化した女性の訪問協会の活動においては、単なる物品、慰め

労りの言葉の提供に留まらず、訪問先の労働者家庭の妻や母親との交流を重視するという新た

な特徴が現われてくる。それは、こうした活動が、 19世紀前半まで一般的であった困窮者の救

済のためのケア提供とは趣を変え、労働者階級一般を対象として知識や情報ひいては観念の伝

達を図り、啓蒙教化によって彼らの生活スタイル習慣そのものの改良を目指すものとなったか

らである。つまり、女性組織のヴィジテイングの対象が普通の労働者家庭の奏であり母親であ

り、そして、生活習慣の改善に主眼を置くようになったことで、改善すべき点やそのやり方な

どを妻たちに具体的に伝え教えることが重要となり、ここに、そのために女性同士の言葉の交
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換、語らいを通じての啓蒙教化、そしてそれを可能とする週に一度以上の定期訪問ならではの

顔なじみの関係が生まれることが目指されるようになっていたのである。

こうした活動に力を注いだ組織としては、ランヤード夫人によって1857年に始められた「聖

書と家庭に関する女性ミッション(通称ランヤード・ミッション)j、1859年結成の「婦人衛生協

会」とその提携組織である「マンチェスター・ソルフォード保健協会」などがよく知られてい

る。そして、オクタピア・ヒルによって組織された「モデル住宅提供運動」は、貧困者に良好

な住環境のモデル住宅を低額な家賃で提供する代りに規則正しい家賃の支払いを促すもので、

この家賃集金人がいわゆるヴィジターにあたる役割を果たしていた。すなわち、集金人の女性

ヴィジターは、各戸を定期的に回り道徳、面も含めた生活改良の相談相手となり、規則正しい家

賃の支払いを実現させるというプロジェクトで、あったので、ある。また、 1869年により効果的な

救護活動を実施するために惑善組織を糾合して誕生した「慈善組織協会(通称COS)jは、画一

的な物の供与を否定し個々の事例に相応しいケア提供をめざした組織で、あっただけに、個別事

例の状況把握と状況に応じた救済策の効果的な実施のためにヴィジターの活動を重視したこと

で知られている(J3)。

これら組織によるヴイジテイングの具体的な検証は別稿(J4)にゆずり、ここでは、婦人衛生

協会の中央執行委員であったS.R.パワーズが1860年の全国社会科学振興協会の大会で、行っ

た、協会の活動報告の一節を紹介しておく。

「もっとも衛生知識を必要としている労働者階級こそが、従来からある方法では誰よりも最

も教えるのがむずかしい人々であるo ……貧民層、とりわけ女性たちに対しては、衛生に関す

る小冊子をただ配るだけでは不十分である。小冊子がL、かにすばらしく当を得た内容であって

も、また、喜んで受け取られたとしても、それらは殆どの場合読まずにおかれるか、読まれた

としても正しく理解されることはなく、まず知識情報は伝わることはないのである。……(そ

れゆえ)我々は、主として口頭で実践的に教えることに依拠すべきであり、ヴィジターの個人

的影響力に期待すべきであると考える。貧民訪問の活動をするあらゆる組織にあっては、実践

的な教化のために、そして、人々の精神状況にも肉体状況にもヴィジターの影響力が及ぶため

にも、何らかの工夫がなされねばならないので、ある。」 (15)

この婦人衛生協会は、保健衛生知識の普及を通しての労働者階級家庭の生活向上をめざして

いたヴォランタリ組織であり、彼女たちが提供しようとしていたケアは衛生観念の形成とその

結果として生活習慣の改善で・あった。それだけに当初から学校や講演による教育・啓蒙より

ヴィジテイングを重視しており、まさに啓蒙教化の基本は、ヴィジターと訪問対象となった家

庭の女性との個人的な語らいであると認識していたので、ある。

以上のような背景と発展経過をたどった19世紀の女性によるヴイジテイング活動は、究極に

おいて訪問対象家庭の人、すなわち妻や母との関係性の構築と、その結果としての効果的なケ

ア提供を目的とするものであった。それは、また、女性同士の語らい(おしゃべり)を核に置

くと言う意味でオーラル・コミュニケーションの世界に生きていた労働者階級女性の生活文化
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に見事に適応した活動でもあったと言える (16)。そして、語らいに基づく関係性の構築という

点において、ヴイジテイングは単なるケア提供を超え、ホストとゲストとの交流というホスピ

タリティ理念を体現していたと考えられる。つまり、ヴィジテイング活動は、女性であるがゆ

えの特性を生かしたホスピタリテイの実践で、あったので、ある。

3 ヴィジターにとってのヴ、ィジティング活動とは?

それでは、こうした活動に多くの中流階級女性が関わったのは、なぜであろうか。

すでに述べたように、福音主義の影響や家庭訪問という活動自体が女性の参加を肯定し奨励

するもので、あったこと、また、工業化、都市化が急激に進むなかで生じている階級聞の断絶や

対立の緩衝材としての期待があったことなど、ヴィクトリア的社会状況が外的要因となって、

女性ヴイジターの活躍を現出させたとは言えるだろう。しかし、当の女性たちは、貧民家庭を

訪問し彼らの救済のために尽力したいと決意するとき、何を思っていたのだろうか。なにゆえ

にヴィジターになったのだろうか。ホスピタリテイと女性文化との関わりを考えるためにも、

彼女たちの動機に目をむけてみたい。

むろん、彼女たちの動機は多様であり、単純な説明ですませられるものではないだろう。純

粋な宗教的情熱に突き動かされてと L、う者はたしかに居た。ワイトマン夫人やE・フライやラ

ンヤード夫人など慈善・博愛活動家として名高い女性の多くは、その信仰心の厚さで知られて

いる(17)。確固たる信仰心、宗教的覚醒、これらは19世紀イギリスの女性文化の一面であった

と思われるo しかし、大半の女性に当てはまることとは言えない。むしろ、単調なアイドル・

ウーマン(有関婦人)の日常への刺激を求めて、もしくはファッションの一種として人もする

から自分も、というような確たる動機を持たないままにヴイジテイングに従事した者も多かっ

たのではないだろうか。

たとえば、 1891年にある教区牧師が匿名で出版した『我がディストリクト・ヴィジターた

ち』は、「世間知らずのお節介ぶり」や「浮ついたところ」や「浅はかな輔されやすさ」など

を女性ヴィジターの特性として羅列し皮肉っている (18)。当時、牧師は、慈善・博愛分野での

活動において女性ヴイジターと共に活動することが多くその成果においてある種の競い合いの

関係にあり、それだけに彼らは女性の活動に対して批判的で攻撃的な言動を示していたと指摘

されている。したがって、この記述はそれなりに割りヲI¥，、て見なければならない描写ではある。

しかし、このような指摘に女性ヴィジターのある種の真実が含まれていたことは否定できない。

また、『パンチ』誌のような風刺雑誌に登場する女性ヴイジターは当然榔捻の対象であるのだ

が、それは例えば華美な服装でのスラム訪問といったような「勘違い」ぶりて事あった (l9)。大

した覚悟もなくヴィジテイングに従事する女性たちが少なくなかったのも一面の真理であった

のである。

こうした例にあてはまると思われるのがアデレード・パウントニーである。彼女は、 24歳か
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ら26歳 (1864-65年)にかけての日々をつづった絵入り日記を残しているのだが、そこに記録

された生活は、 19歳で牧師て。あった父を失っているものの残された母と兄弟姉妹とともに大き

な屋敷に住み数名のサーヴァントに停かれるとL、う典型的な富裕中流階級の女性のそれである。

家事一般にはほとんどと言っていいほど関与せず、友人知人宅の相互訪問と教会通い、ちょっ

とした習いごとに明け暮れるレミントン・スパの日々を描くなかで、彼女は、日曜学校での授

業(初出は1864年2月7目、以後毎日曜日)と訪問協会運営の衣類クラブの集金人としての活動

(初出64年2月9日、以後毎火曜日、時折水曜日)を、ごくありふれた臼常として言及している。

また、彼女は、 64年の末にトーケー近くの田舎に引っ越し (1864年12月1日)、そこでも慈善組

織の会合に顔を出し (1864年12月13日)老人宅の訪問や本の「読み聞かせ」の活動を始める

(1865年3月30、31日)ものの、翌週にはその約束を忘れる失態をおかしたことを淡々と書きつ

づっている (20)。この日記は、自らの心理を分析して記録するといったたぐし、のものではない

ので、ごくあっきりした描写は当然のことであるのだが、こうした活動が特記事項ではないと

ころに「特別な動機を持つわけで、はなL、」付和雷同型のヴィジターの姿が垣間見られるのであ

る。アデレードのような姿は女性ヴィジターの一つのかたちで、あったと思われる。

しかし、その一方では、ヴイジテイング活動に社会的な価値そして自身にとっての大きな意

義を認めて、それに参加していった女性たちも少なくなかったと思われる。その例は、のちに

夫のシドニーとともに社会問題の研究にあたり社会政策の形成にも関与することになったベア

トリス・ウェッブ(1日姓ポター)の若き日の姿に見出すことが出来る。

成功した実業家家系出身で自身も新旧両大陸にまたがって投資を展開した企業家を父として

典型的な富裕中流階級家庭に育った(21)ベアトリスは、 1883年4月ころからcosのヴイジター

(正確にはレント・コレクター)となりイースト・エンドで訪問活動に従事するようになり、時

折、活動に関しての感慨を日記に記している。彼女のcos活動への眼差しは貧民救済の効果

を認めつつも幾分シニカルなもので、あったようだが、一方では「この慈善(ケア提供)がうま

く受け入れられうるか否かは、ケアの供与者(ヴイジターのこと)と受容者(訪問対象者)とが

結ぶ関係が発達させる道徳の質によって決まる」とも述べていた(22)。これは、家庭訪問によ

る関係性の構築に基づいてケア提供を効果的なものとする、とL、う先述したヴィジティング活

動の究極の目的、意義に、ベアトリスが共感していたことを示していると言えよう。

cos加入の動機については、 rcosに参加したことから得られるはずの経験は、私の『人間

研究』にうまく生かされることだろう」と L、う心境からで、あったと記し、その半月後には「貧

民の元へと出かけていくことは、非常に有益である。我々ヴィジターは、新奇で興味深い人生

経験を貧民から学ぶことが出来るし、彼らの人生と置かれた環境の研究によって、我々は社会

問題を解決する際の材料を得られるのだ。そして、貧民と触れあうことで、総じて我々ヴイジ

ターの美質は磨かれ、人や状況に対して元来自分が持っていた理解がし、かに誤ったもので、あっ

たかを知って博然としつつ、我々ヴィジターは思慮深い慈愛の精神を身につけていくのであ

るJ(23)とも書いていた。ベアトリスにとって、ヴイジテイングは、社会的有用性を持ちかっ自
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身にとっても意味あるものであり、また、その実践を通じて自身が成長するということを願っ

ていたとも言えよう。そして、彼女は、「時間は飛んでいくように過ぎ去ってし、く。私はまだ

何も成し遂げていなし、」(24)とL、ぅ焦燥感をあらわにした言葉を残しており、この焦燥感を癒す

方法の一つがヴイジテインクー活動への参加で、あったことを示唆している。

生涯にわたって日記を書きつづり自伝も残したベアトリスの場合、彼女の若き日が強い自己

否定をともなう「自我の分裂」に苦しむもので、あったこと、また、自我の安定的確立を求めて

訪佳い、宗教や科学や文芸などに安らぎを求めたものの得られなかったこと、最終的に社会

(労働者)への奉仕、天職と感じた社会調査への献身、そしていわゆる「社会主義」にたどり

着いたことなどはよく知られている (25)。こうした精神的遍歴を経た女性で、あるからこそ、

ヴィジテイングが彼女にとって社会的有意'性を獲得して肯定的自我を確立するための第一歩と

して意義深いもので、あったと言えるのかもしれない。しかし、こうした自己充足、自己確立の

道をヴイジテイングに求めることはベアトリスのみに当てはまることではなかったと思われる。

例えば、ベアトリスをcosのヴィジテインクーに誘ったのは姉のケイトで、あった。彼女は自ら

の意思ですでにcosに参加し活動していたのである (26)。

慈善・博愛活動は、当時にあっては中流階級女性にとって社会的に期待される役割で、あり、

また唯一大ぴらに参加してもよい公的な活動であった。現実的にもヴィジテイングは広く社会

を見る機会を与えてくれるもので‘あった。いや、なにより、その活動は貧民へのケアの提供で

あり、「貧困」との戦いであり社会への奉仕で、あった。それだけに、ベアトリスのみならず女

性ヴィジターたちが、「繁栄の中の貧困」とし、う現実にある種の階級的罪意識にかられてか、

もしくは社会への貢献の機会を求めてか、もしくは単に社会的期待に惹かれてて、あったかもし

れないが、自己の価値を確認し自己を主張できる場として、ヴイジテイング活動を捉えていた

としても別段不思議でもないのである O

中流階級女性がヴィジティングに従事するに!努して、全ての女性がベアトリスのような明確

な目的や自意識を持っていたとは言えないかもしれない。しかし、前述のアデレードのような

タイフ。の女性で、あっても、ヴィジテイング活動に関わることによって知己を得て交友関係を豊

かにしていたことは事実で、らった。日曜学校での生徒の変化を嬉しそうに日記に記載すること

もあったので‘ある。また、宗教的な動機からヴイジティングに携わった者たちにあっても、活

動それ自体が自己充足であり、自分の価値を確認し自己表現をすることにほかならなかったO

やはり、究極的には、ヴィジテイングなどの慈善・博愛活動に携わることは、中流階級女性に

とって私的な「家庭」世界から一歩踏み出し公的な社会へのつながりを得ることであり、なに

がしかの自己確認、自己実現の機会を得ることで、あったと考えられる。

4 むすびにかえて

以上のような中流階級女性にとっての意味をヴィジテイング活動が有しているのだとすれば、
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それは、当時の女性文化、女性像にとってはどのような意味を持ったのだろうか。

福音主義の思想家として影響力をもったハナ・モアは慈善・博愛活動を妻、母、娘としての

「本分」の自然にして不可欠な部分であると捉え、女性がそれに従事することを奨励した(27)。

「女性であること」すなわち「女性らしいこと」と当時見なされていたものが慈善・博愛活動

に棺応しいとみなされたので、あり、換言すれば、慈善・博愛活動は女性文化を体現するものの

一つで、あったのである。ヴィジテイングが究極的にめざした、女性同士の語らいを通しての関

係の構築と、その結果としての効果的ケア提供という戦略も、オーラル・コミュニーケーショ

ンが伝達の中心で‘あった労働者女'性の文化に相応しいものであった。しかし、一方で、上述し

たように、慈善・博愛活動としてのヴィジティングに従事することは、女性の公的な湯での自

己表現であり自己確認の機会でもあったから、厳然と男女の領域を区分し男性に従うことを求

めていた当時の社会規範に抵触する可能性も苧んでいたと考えられる。

現実的にも、女性の慈善・博愛活動への傾倒を非難する声は上がっていた。たとえば、 1859

年2月の『プレイザーズ・マガジン』に掲載された匠名記事「未来への懸念一女性らしくある

ことを止めようとしている女たち」は、以下のように述べ、慈善・博愛活動に熱中する女性に

警告の言葉を発していた。

「舞踏会を覗いてみると、本来なら最優先事項であるはずの化粧を後回した見目良き娘たち

をかなり見かける。どこかの(ヴォランタリ)組織の有力メンバーで、パンフレットに文章を

書き公約も発表したりしている娘たちである。どうやら、人の多く集まる集会でも演説をし重

要課題については熱弁をふるったりもしているようである。つまりは、彼女たちは“公的人

物"といった存在で、もはやうら若き乙女ではなくなっている」と、そして、「私の息子たち

は、このような女性に甘いささやきを掛けようなどとは絶対に思わないだろう、なぜなら、そ

れはブローアム卿(著名な博愛活動家)やカニンガム氏の銅像に恋をするようなものだから

TごJ(28) 

慈善・博愛活動に携わることで社会的に自己の価値を表明し自己実現を図ろうとしている若

い女性に対して欄笑の言葉をなげかけるものであり、彼女たちのそう L、う願望(これはベアト

リスが求めていたことでもある)に対しての明確な懸念の表明となっているO

また、こうした懸念や警戒には、「福祉の複合体」とL、う新たな専門職分野における主導的

立場を女性が占めようとすることへの男性側の懸念とし、う側面があったことも指摘されてい

る(29)。すでに述べたように、同じフィールドで貧者の信頼を競い合うことになりかねない聖

職者たちと女性ヴイジターとの間にはある種の緊張が存在していた。また、 19世紀になって新

たな博愛事業への発言者となった人ひーと、すなわち貧民層の生活状況を観察・分析・報告する

立場にあったジャーナリスト、社会統計家、社会政策に関わる官僚や経済学者が、女性博愛活

動家を邦捻したり、ヴイジターの無知を告発することはめずらしくなかったので、あるo たしか

に女性側の経験不足や専門性のなさは否定しがたいところではある。それでもやはり、ここに

は、ヴィジテイングを中心にして一層活発化していく女性活動への男性の警戒の念を読み取れる。
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女性の慈善・博愛活動は、確かに奨励もされ期待もされていた。しかし、それはあくまでも

一定限度内でのことで、あった。男女の領域を分ける当時の社会観念とのあからさまな抵触には、

やはり厳しい警戒の自が向けられることになるのである。つまり、ヴィジテイング活動に傾倒

すること、そしてその活動がより自立的に展開されていくことは、「女性の分を超えること」、

「女性らしさ」を失うことと見なされるわけである O

19世紀における女性ならではの特性を生かしたホスピタリテイの実践であり、その意味でも

「女性文化」の体現でもあったヴイジテイング活動は、それだけに賞賛もされ期待もされたの

であるが、一面においては、その時代が規定する「女性らしさ」の喪失、言い換えれば「女性

文化」からの希離につながる可能性を秘めていたのである O そして、それゆえに、この状況は

「女性文化」や「女性観」の変容につながりうるもので、あったので、はないだろうか。つまり、

懸念や非難を受けつつも現実には、領域の分離観念に規定されていた女性の在りょう自体が少

しずつ変りつつあったことを意味していると考えられるのである。

19世紀のイギリスにおいて中流女性によって活発に展開されたヴイジテイング活動は、女性

的特性を生かした近代ホスピタリテイの一つの形態、であったと考えられ、同時にそれは、女性

文化の体現でもあり、また、それを変容させていくもので、あったのである。
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